
80

大阪産業大学経営論集　第 25 巻　第 2 ・ 3 合併号

アの魅力とリスク』、15～28ページ。
―― （2014a）「第３章タイにおける日本企業の立地要因についての一考察―調査企業の立

地要因分析を中心として」出水力編『産研叢書37　アセアンと南米に進出した日系企業の経
営と技術の移転』、大阪産業大学産業研究所、43～52ページ。

―― （2014b）「日本の繊維・アパレル企業の東南アジア立地に関する一考察」一般財団法人・
アジア太平洋研究所（APIR）報告書（2013年度）『日本企業アジア地域のサプライチェーン
のあり方』、19～28ページ。

―― （2014c）「日本の多国籍企業のラオス立地に関する一考察―繊維 ･ アパレル企業のタイ、
ラオスへの立地展開」大阪産業大学経営論集、第16巻第１号、37～54ページ。

―― （2015）「第２章　日本の繊維・アパレル企業のアジアでの立地展開とバリューチェー
ンの形成」鈴木洋太郎編『日本企業のアジア・バリューチェーン戦略』新評論、29～51ページ。

―― （2019）「日本の多国籍企業の生産拠点の地理的分布と立地行動に関する一考察―サプ
ライヤーリストと子会社データによる海外拠点立地把握の試み」大阪産業大学経営論集、第
20巻第２号、１～20ページ。

ジェトロホームページ（https://www.jetro.go.jp）2017年11月25日閲覧。
鈴木洋太郎編（2015）『日本企業のアジア・バリューチェーン戦略』、新評論。
鈴木洋太郎（2018）『国際産業立地論への招待―アジアにおける経済のグローバル化』、新評論。
鈴木洋太郎・桜井靖久・佐藤彰彦（2005）『多国籍企業の立地論』、原書房。
東洋経済新報社編（各年）『海外進出企業総覧【会社別編】（各年版）』、東洋経済新報社。
東洋経済新報社編（各年）『海外進出企業総覧【国別編】（各年版）』、東洋経済新報社。
東洋経済新報社編（各年）『海外進出企業総覧 CD-ROM（各年版）』、東洋経済新報社。
東洋経済新報社編（各年）『海外進出企業総覧 WEB 版（各年版）』、東洋経済新報社。
東洋経済新報社編（各年）『会社四季報　業界地図各年版』、東洋経済新報社。
日経産業新聞「東南ア開拓現地で指揮、旭化成、タイの拠点始動」2019年９月30日９面。
日本化学繊維協会（各年）『繊維ハンドブック各年』、日本化学繊維協会資料頒布会。
宮町良広（2022）「グローバル生産ネットワーク論の発展と論争―英語圏の経済地理学理論に

おける「ヘゲモニー化」？」経済地理学年報、第68巻第１号、４～28ページ。
吉原英樹（2015）『国際経営　第４版』有斐閣。
Dicken, P.,（1998） Global Shift: Transforming the World Economy, Third Edition: The Guilford 

Press（ディッケン，P. 著，宮町良広監訳『グローバル・シフト―変容する世界経済地図―上・
下』古今書院、2001年）。

執 筆 者 紹 介 （ 掲 載 順 ）

藤　岡　芳　郎 大阪産業大学 経営学部商学科 教授

劉　　　　　燕 大阪産業大学 経営・流通学研究科 博士後期課程

二　村　雅　子 大阪産業大学 経営学部経営学科 教授

佐　藤　彰　彦 大阪産業大学 経営学部経営学科 教授


